
地域総合センター塚口だより

はぐくもう 人へのやさしさ 思いやり 6月号

【 発 行 】2022年 6月 NO.86

尼崎市立地域総合センター塚口 尼崎市塚口本町2-28-11

TEL（FAX）06－6423－5266

【開館時間】月～ 金曜日 9 : 00 ～21 : 00

第 2・4 土曜日9 : 00 ～17 : 00

【休館日】第1・3・5土曜日／日曜日／祝日

【 センターへのアクセス】

https://sogo-center-tsukaguchi.jp/

阪急塚口駅北出口より北東へ徒歩10分

阪急伊丹線に沿って北へ約600ｍ

踏み切りを東に約150ｍ

指定管理者 株式会社ハウスビルシステム
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日 月 火 水 木 金 土
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2022

高 : いきいき体操花1
13 : 30 ～

高 : 書道教室
13 : 30 ～

高 : いきいき体操月1
13 : 30 ～

休館日

6月

5 6 7 8 9 10 11

休館日

幼 :絵本の読み聞かせ
11 : 00 ～

高 : 手芸同好会
10 : 00 ～

高 : いきいき体操星1
13 : 30 ～

高 : 手芸同好会
10 : 00 ～

高 : いきいき体操雪1
13 : 30 ～

高 : コーラス教室
13 : 30 ～

高 : 簡単手話教室
14 : 00 ～

少 : えいご教室
16 : 3０～

少 : 習字教室
17 : 00 ～

成 : 日本語読み書き
19 : 00 ～

12 13 14 15 16 17 18

休館日

高 :絵画教室
13 : 30 ～

高 : 簡単手話教室
14 : 00 ～

高 : いきいき体操花2
13 : 30 ～

高 : いきいき体操月
13 : 30 ～2

休館日
成 : ホウ酸団子教室

14 : 00 ～
少 : 習字教室

17 : 00 ～

少 : さんすう教室
16 : 0０～

成 : 日本語読み書き
19 : 00 ～

19 20 21 22 23 24 25

休館日

高 : 手芸同好会
10 : 00 ～

高 : いきいき体操星2
13 : 30 ～

高 : 手芸同好会
10 : 00 ～

高 : 音楽療法
13 : 30 ～

高 : コーラス教室
13 : 30 ～

高 : 簡単手話教室
14 : 00 ～

少 : えいご教室
16 : 3０～

高 : いきいき体操雪2
13 : 30 ～

高 : 歴史勉強会
14 : 00 ～

成 : 日本語読み書き
19 : 00 ～

26 27 28 29 30

休館日

高 :絵画教室
13 : 30 ～

高 : 簡単手話教室
14 : 00 ～

高 : 茶道教室
14 : 00 ～

少 : さんすう教室
16 : 0０～

成 : 日本語読み書き
19 : 00 ～

高 ： 高齢者 成 ： 成人 少： こども 幼 ： 幼児 世 ： 世代間交流 啓 : 啓発事業 交 : 地域交流事業

１階ロビー・絵本コーナーのレイアウトを変えました。

小さなお子さんでも、ゆっくり絵本を選んだり、ご家族と一緒

に絵本を読んだり、読んでもらったりできるように、靴を脱ぎ、

ぺたんと座れるスペースと、幼児用いすを用意しました。絵本も

たくさん増やし、以前よりも見やすく配置しています。

絵本の貸し出しも実施しています。貸出期間は令和４年６月よ

り、「１回につき５冊まで・３週間」貸し出しできます。

地域総合センター塚口では、北図書館のボランティアによる

「絵本の読み聞かせ会」を毎月第１月曜日の１１時から実施して

います。今後、定例会以外の読み聞かせイベントを企画していき

ますので、ご意見やご要望等ございましたら、スタッフまでお気

軽にお声掛けください。

皆さんはお住まいの地域の、いざという時の避難場所をご存じですか？ 地域総合センター塚口は、尼崎市の

指定避難場所の一つです。５月１８日の午前中、塚口北ふたば保育園の年長組の園児が避難場所を確認するために、

先生方と一緒にセンターまで来られました。

普段、前を通ったり目にする建物です。日頃から通園の行きや帰りに、おうちの方とも一緒にセンターへ気軽に

立ち寄り慣れ親しんでいただけると、より一層、安心につながるかと思います。

保育園に帰る前、子どもたちは、センター中庭で飼っているめだかの水槽に興味津々。ひとしきり眺めて帰りま

した。ほんの些細なことでも、センターに親しみを持ってもらえると嬉しいですね。

指定避難場所について

絵本コーナーがリフレッシュ!!

【 当センターについて】

尼崎市立地域総合センター塚口は、「人権意識の向上を

図り、正しい理解と認識を深めるコミュニティの拠点」とし

ての役割を担った施設です。このことをあらためて広く地域

の皆様にご周知・ご理解、ご協力いただきながら、今後も

気軽に活用していただければと思います。



ロシアによるウクライナ侵攻が始まってから３か月あまりが過ぎま

したが、今もなお、連日、現地の緊迫した状況が報道されています。

今回、講師にお迎えした小野元裕さんは、日本とウクライナの文化

交流を目的とした団体「日本ウクライナ文化交流協会」を２００５年

に設立し、互いの国の文化紹介イベントや、現地での取材をもとにウ

クライナに関する書籍の出版などさまざまな事業を１５年以上にわた

り行っています。今春からはウクライナ避難民を日本に迎え入れる活

動を開始し、全国各地で人道支援活動に奔走されています。

講演会では、ウクライナとロシアの関係を時系列でわかりやすく解

説されたのちに、ＳＮＳなどを通じて現地から続々と寄せられるリア

ルな状況を伝えていただきました。実例を交えながら具体的にお話し

くださるので、思わず息をのむようなところもありましたが、和やか

な話もあり笑みがこぼれる場面もありました。

日本に避難されてこられた方には、国民性や文化・習慣、価値観の

の違いを理解したうえで支援をしてほしいと話され、わたしたちがで

きる活動を考えるきっかけになりました。

日が経つにつれ自分事として実感しにくくなりがちですが、

ウクライナが一日も早く平和を取り戻せるように願うばかりです。

事業実施報告 第２回 あませぶん人権問題講演会報告

人権問題緊急講演会『ウクライナの現状とわたしたちにできる人道支援』

講師 小野元裕さん

昨秋、大好評だった地域ふれあいコンサートを5月25日（水）に開催しました。

「Peace in Ukraine Peace in the world～世界の平和を願って」をサブテーマに、ウクライナの国花で映画

の主題曲「ひまわり」から始まり、平和を祈る曲、家族を戦地に送り出す母親の心情を歌った曲など、聞き覚えの

ある曲を演奏されました。３部に分けて開催したコンサートには６０数名の方が参加され、コロナ感染に気遣いお

友だちとの食事やおしゃべり控え寂しい思いや連日の悲しいニュースが続く中、すこしの心の癒しの時間になり、

地域の方どうし元気な姿を確認し合えたと、早くも次回の開催を待ち望む声が聞かれました。

また、たくさんの方が「ウクライナ人道支援募金活動」にもご協力されていました。ありがとうございました。

拉致という悲惨さ「人生の夢、家族の絆、命以外のすべてを奪われた」

地域交流ふれあいコンサート 『 Early  Summer  Concert 』

『 ホウ酸団子づくり 』開催

【 日 時 】 2022年6月14日（火） 14：00～

【 場 所 】 地域総合センター塚口 1 階 料理教室

【 参加費 】無料（材料費200円）

※ 材料費200円は当日お持ちください。

【申込み】 センター窓口または電話、FAX にて

6/6（月）より受け付けます。

講師 蓮池 薫さん

講演会の様子

梅雨のシーズンに入ると気になるのがゴキブリ。

ホウ酸団子で撃退しましよう !!

塚口地域人権教育啓発委員会主催の「ウクライナ人道支援募金活動」は、５月２７日(金)で終了しました。

募金及び送金の詳細につきましてはセンターだより7月号にてご報告いたします。

地域の皆様、センターご利用の皆様のご協力ありがとうございました。

『あませぶん』とは… 「市民相互の交流の
促進および人権啓発意識の普及高揚を図る」
ことを目的とした地域総合センターが尼崎市
には６施設（塚口・上ノ島・水堂・南武庫之
荘・今北・神崎）運営されています。

市民の皆さまの人権意識の向上に寄与する
ため令和2 年度より６センター合同で講演会
などを開催しています。

【 主 催 】 塚口本町人権教育啓発促進委員会

５月２２日（日）中央北生涯学習プラザで、北朝鮮拉致被害者の蓮池

薫さんを講師に迎え、拉致から帰国まで２４年間の北朝鮮での生活を中

心にご講演されました。当時、交際中でのちにご結婚される祐木子さん

と海岸を散歩中、突然、何者かに襲われて目覚めれば北朝鮮・平壌の招

待所に。抗議をしても聞き入れられず、その高圧的な態度には命の危険

をも感じ絶望を味わったといいます。

日本では、あまり知られていなかった拉致問題は、９７年、横田めぐ

みさんの拉致疑惑を機に関心が高まりました。

当時、日本の新聞を翻訳させられていた蓮池さんはその数年後に一時

帰国を命じられ、母国の日本で子どもを育てたいという気持ちが高まり、

決断されたそうです。

帰国後、蓮池さんは拉致問題の全面解決を訴え続けています。

この２０年間、誰も帰国していません。「まだ北朝鮮には拉致被害者

が生きています。残された被害者の方が家族と抱き合える時間はあまり

残されていません。一日でも早く救出できるようご協力ください。」と

熱く語られ講演を終えられました。

当事者、蓮池さんの講演内容には「忘れてはいけない」「声をあげ続

けなければ」と、参加された方々もあらためて拉致問題を考えるきっか

けになったことと思います。たくさんのご参加ありがとうございました。

講演会の様子

センター塚口での「拉致被害者の帰国実現」を訴える署名活動は、
5月末日をもちまして、一旦終了させていただきました。

たくさんのご署名にご協力ありがとうございました

地域交流事業ご案内

「未来いまカラダポイント」と「あま咲きコイン」のポイント

付与は、指定されたセンター事業に参加された当日のみとなり

ます。後日の発行はできませんので参加の際はお忘れなく。

あま咲コイン ポイント付与についてお知らせ
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